
(1)　牛の繁殖成績の実態
　・初回授精受胎率の低下
　　　　　(昭和58年：乳用牛63.4％　肉用牛68.7％)
　　　(受胎調査成績)
　　　　　(平成13年:　　〃　53.4％　　　〃　63.1％)
　・分娩間隔日数の増
　　　　(昭和58年：乳用牛　北海道391日　都府県401日)
　　　(牛群検定成績)
　　　　(平成13年：　〃　　　　〃　 425日　　　〃　438日)
(2)　牛の繁殖成績向上のための要点
　①適切な飼養管理(飼料の適正給与、合理的な管理－
　　安楽性)
　②疾病の発生防止、早期発見と治療
　③適切な繁殖管理
　　１．雌牛の繁殖生理に関する知識の向上(周排卵期に
　　　おける血中性ホルモンの動態と生殖器の変化、発情
　　　周期の長さ※)
　　　　※正常範囲は18～24日(21±３日)
　　２．的確な発情の発見
　　３．飼養牛の詳細な観察と正確な記録
　　４．適期授精

５．的確な人工授精技術
　＜表１～表６は牛の繁殖成績実態調査集計結果
                    (社)日本家畜人工受精師協会による＞



６．早期妊娠診断
７．繁殖障害牛の早期発見と治療


